
右

京

区

の

御

室

仁

和

寺

門

前

で

ホ

テ

ル

建

設

が

計

画

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

既
に
４
年
前
、
市
で
は
「
上

質

宿

泊

施

設

誘

致

制

度

」

（

以

下

、

上

質

制

度

）

と

い

う

要

綱

（

※

）

が

あ

り

ま
す
。
事
業
者
が
申
請
し
、

市

が

お

墨

付

き

を

与

え

る

こ

と

で

イ

メ

ー

ジ

ア

ッ

プ

を
狙
う
も
の
で
す
。

経
過
と
諸
制
度
の
概
要
、

問

題

点

に

つ

い

て

考

え

て

み
ま
し
た
。

※

※

◎

同

ホ

テ

ル

事

業

者

か

ら

の

計

画

提

出

に

よ

り

、

今

春

、

市

が

、

制

度

適

用

第

一
号
と
し
て
上
質
と
認
定
。

◎
「
上
質
」
か
ど
う
か
は
、

「

歴

史

や

文

化

、

地

域

の

活

性

化

へ

の

寄

与

等

々

を

審
査
の
対
」
と
し
て
判
断
。

◎

し

か

し

、

こ

の

「

上

質

制

度

」

は

、

同

要

綱

に

よ

る

と

、

認

定

を

求

め

る

計

画

と

は

、

原

則

と

し

て

宿

泊

施

設

が

建

て

ら

れ

な

い

「

制

限

区

域

」

で

の

計

画

の

こ

と

を

言

う

と

さ

れ

て

い
る
。

◎

制

限

区

域

と

は

、

建

築

基

準

法

で

、
「

原

則

、

建

て

て

は

い

け

な

い

。

但

し

市

長

が

特

例

許

可

し

た

場

合

は

、

構

わ

な

い

」

と

さ

れ

て

い

る

地

域

の

こ

と

。

◎

現

在

、

市

長

は

「

特

例

許
可
」
も
し
て
い
な
い
し
、

許

可

に

必

要

な

意

見

聴

取

や

建

築

審

査

会

も

開

い

て

い

な

い

。

法

律

上

は

「

建

築

し

て

は

な

ら

な

い

」

原

則

が

生

き

て

い

る

状

態

。

◎

前

述

の

通

り

、

上

質

申

請

は

「

制

限

区

域

」

で

の

計
画
を
前
提
と
し
て
お
り
、

計

画

の

申

請

自

体

が

、

こ

の

区

域

で

の

建

設

許

可

を

既

成

事

実

化

し

て

し

ま

う

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
「
上

質
要
綱
」
の
本
質
が
あ
る
。

歴

史

や

文

化

云

々

は

本

質

を

隠

す

イ

チ

ジ

ク

の

葉

っ

ぱ
に
す
ぎ
な
い
。

◎

単

な

る

要

綱

が

、

法

律

上

の

例

外

許

可

の

手

続

き

を
無
視
し
、
法
律
上
の
「
例

外

」

を

既

成

事

実

化

し

て

し
ま
っ
て
い
る
。

◎

従

っ

て

、

今

春

の

「

上

質
認
定
」
は
不
当
で
無
効
。

そ

れ

ど

こ

ろ

か

、

市

が

申

請

を

受

理

し

た

時

点

（

受

け

取

る

の

は

市

長

）

で

既

に

、

事

実

上

の

許

可

を

与

え

て

い

る

こ

と

に

な

り

不

当

で

あ

る

。

そ

れ

ど

こ

ろ

か

、

そ

う

い

う

「

上

質

要

綱

」

の

存

在

自

体

が

不
当
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

◎

議

会

で

の

市

側

の

答

弁

は

、
「

今

後

、

建

築

審

査

会

の

意

見

を

聞

く

」

と

の

こ

と

で

す

が

、

そ

の

手

続

き

の

前

に

、

要

綱

自

身

が

例

外

を

既

成

事

実

化

し

て

い
る
こ
と
が
問
題
。

◎
本
制
度
の
本
質
は
、
「
上

質
云
々
」
で
は
な
く
て
「
制

限

区

域

」

で

の

建

築

を

、

法

律

を

飛

び

越

え

て

、

予

め

認

め

て

し

ま

お

う

と

す

る
も
の
。

●

参

考

＝

井

上

議

員

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

コ

ラ

ム

欄

に

見

解

を

書

い

て

い

ま

す

。
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こくた議員と議会報告

21 日、弘法さんの西門（写真上）
・東門（下）前で、議会報告。こく

た議員は選挙と国会の、井上議員は

市議会の、各報告。市の「財政危機」

は市長とともに国の責任も大きいの

に、そこへ目が向かないことも市長

の問題点、と指摘。政治とお金の問

題も、政党助成金と企業団体献金こ

そが問題、等々と訴えました。

仁
和
寺
門
前
ホ
テ
ル
計
画
の
「
上

質
宿
泊
施
設
」
認
定
は
無
効
だ

「
上
質
誘
致
制
度
」
自
体
が
無
効

建築基準法４８条の趣旨を、今回のケースに

適用すると、

「仁和寺門前地域では、ホテル・旅館は建

築してはならない。ただし、市長が…住居の

環境を害するおそれがないと認め、又は公益

上やむを得ないと認めて許可した場合におい

ては、この限りでない。

市長が（例外的に）上の特例許可をすると

きは、あらかじめ、利害関係を有する者の出

頭を求めて公開により意見を聴取し、かつ、

建築審査会の同意を得なければならない。」

※「要綱」とは＝市の決まり事の一種。条

例は議会で決めますが、これは市長が決め

るもので、市民への拘束力はありません。

自治体（市）の要綱より、国会で決められ

た法律が優先するのは当たり前。

民主府政の会全体会議（１１／２０）




